
きかけ実施施設数の拡大を目

指していく。また、幼保小の連携については、引き続き、就学支援委員会等を中心に各関係

Ｂ
機関の連携を図る。

　幼児教育・保育の無償化の開始により、幼稚園や保護者に係る事務量は増加している。ま

た、補助金については、国の補助事業の見直しを注視しながら、既存の教職員研修費補助等

→ を検討していきたい。

子どもの多い本市においては、幼稚園への入園希望も多く、幼児教育の充実に対する市民の期待も大きい。今後は、保護者の就労に対する

対応や新制度への移行について、幼稚園運営事業者と十分に協議をしていく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 2年 6月29日 作成者名 梶山　浩 評価者名 松山　由紀

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち こども青少年部・保育幼稚園室

01 子育て支援 こども青少年部・こども家庭課
教育委員会事務局・教育政策室

04 幼児教育の充実促進

　市内の幼稚園教育を充実させ、幼児教育を受ける機会を拡大することで、幼児たちが、心豊かにたくましく生きる力を身

につけられるようにしていきます。

私立幼稚園事業

一日長時間かつ夏休み期間 長時間預かり保育を実施する幼稚園数
園 4 0 0 1 2 2

等も保育を実施する園数

・保護者の就労形態の多様化等に伴い、幼稚園の一時預かり保 　幼稚園の一時預かり保育の拡充、小規模保育施設の卒園児童

育の拡充が求められている。また、小規模保育施設の連携施設 を受け入れを行う等の連携施設としての機能の充実について、

としての役割も幼稚園に期待されている。 今後も各園に対して積極的な働きかけを行う。

・小学校への移行において、個別に配慮が必要な子どもが増加 ・幼児教育の連続性の観点から、支援が途切れないよう関係者

しており、小学校の生活への支援が課題となっている。 間での連携体制を構築する。

　幼稚園の長時間預かり保育については、引き続き幼稚園に働



浩 評価者名 松山　由紀

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 ★事務事業の方向性

大
事
業

中
事
業

事務事業名
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R
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業
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方
向
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実
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候
補

評価結果
事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

施
策
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優
先
度

事業費
3

事業コード R2予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

予
 
算
 
額

事業費R コメント
うち3

事業内容 うち一般財源計
画
額

一般財源
人件費

98 　（保育幼稚園室）

義
務

200,160
0

20,920

１ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ １ 義98 01 10 01 98 98 98 20,920

文部科学省の基準や戸田市例 7,420 0

規等の基準に基づいて､幼稚 3,424

R1決算額 R2予算額 R3計画額 R3予算額

計（千円） 事業費 200,160 20,920 20,920 0

うち一般財源 155,392 7,420 7,420 0

事業の方向性： １現状で継続　 ２拡大して継続 ３縮小して継続　　　４他事業と統合　　　５休止　　　６その他見直し

７令和3年度で終了 ８令和2年度で終了 ９令和元年度で終了

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 2年 6月29日 作成者名 梶山　


